
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝沢市中期財政運営方針 
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令和６年２月 

企画総務部財務課 

 



 

１ 策定の趣旨                          

市では、「滝沢市総合計画」に基づく政策を推進し、より柔軟に社会情勢

の変化等に対応し、財政の健全性を維持しながら持続可能な財政基盤を確立

するため、令和５年度から「滝沢市中期財政運営方針」を策定しています。 

この「中期財政運営方針」は、決算状況、事業の進捗状況、社会情勢の変

化、国・県の政策の動向等を鑑みて財政状況の推計を行う「中期財政見通し

」の内容に基づき、毎年度見直すこととしています。 

 

２ 市の財政状況                         

市の財政状況を示す主要な財政指標は、令和４年度まで実施してきた財政

構造改革の成果などにより、おおむね健全に推移してきています。 

その一方で、令和４年度の市税収入は前年度比で約１．２億円の増となり

ましたが、市の人口総数は令和２年度をピークに人口減少の段階に突入し、

生産年齢人口比率も減少傾向にあることから、市の収入の一番大きな割合を

占める市税収入はいずれ減少に転じ、財政規模そのものが縮小していく見通

しです。 

また、歳出においては、高齢化の進展に伴う社会保障関係経費の増加や公

共施設等の老朽化への対策等多額の経費を要する状況が続くとともに、激甚

化・頻発化する災害等への対策、物価高騰の長期化への懸念、感染症への対

応等財政需要は増え続けており、健全な財政運営を維持していくために、各

種取組を継続していく必要があります。 

 

≪参考≫年度末住民基本台帳人口（総数）の推移           
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３ 滝沢市中期財政運営方針                      

人口減少・少子高齢化時代においても、政策・施策を推進し、市民生活の

安全・安心を支え、将来にわたり持続可能な財政運営を継続していくため、

次の方針に基づいて財政運営を行います。 

 滝沢市中期財政運営方針                
期間 令和６年度から令和９年度まで の４年間 

１ 歳入の確保に向けた取組の推進 

これまでどおり市税等の収納率の維持に努め安定的な自主財源の確保に

取り組むとともに、国の動向等を十分に見極めながら、財政措置のある地

方債や国等の補助制度を有効に活用します。また、歳入拡大の可能性を検

討します。 

 

２ 効率的・効果的な事業の推進 

事業の効果や緊急性等に基づき優先的に取り組むべき事業に注力すると

ともに、既存事業の見直しを図りながら、限られた歳入を有効に活用しま

す。 

 

３ 将来の財政負担の軽減・平準化 

中長期的な展望に立った持続可能な財政運営を推進するため、将来の財

政状況の推計を行い、後年に多大な財政負担が発生しないよう財政負担の

軽減・平準化に努めます。 

 

４ 基金の管理及び運用 

将来的に見込まれる大規模事業や自然災害・感染症等の不測の事態によ

る歳入の減少又は歳出の増加に備えて、基金の現在高が著しく減少するこ

とのないよう努めるとともに、基金の運用収入の向上を図るため、債券等

による効率的な運用を検討します。 

 

５ 地方債の借入れ及び残高の適正管理 

市の諸課題に対応するための地方債の借入れは、今後の地方債残高の推

移を見込み、著しく残高が増加することがないよう事業の実施時期の平準

化に努めながら、国の財政措置のあるものを中心に幅広く検討します。 
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４　中期財政見通し（令和６年度～令和９年度）

前年比 前年比 前年比

5,603 5,617 0.2 % 5,613 ▲ 0.1 % 5,503 ▲ 2.0 % 

1,762 1,762 0.0 % 1,762 0.0 % 1,762 0.0 % 

4,560 4,653 2.0 % 4,685 0.7 % 4,770 1.8 % 

5,827 6,604 13.3 % 6,203 ▲ 6.1 % 6,381 2.9 % 

635 603 ▲ 5.0 % 831 37.8 % 749 ▲ 9.9 % 

1,704 1,397 ▲ 18.0 % 1,366 ▲ 2.2 % 1,266 ▲ 7.3 % 

20,090 20,636 2.7 % 20,461 ▲ 0.8 % 20,432 ▲ 0.1 % 

10,486 10,884 3.8 % 11,068 1.7 % 11,128 0.5 % 

人 件 費 2,914 2,972 2.0 % 2,978 0.2 % 2,934 ▲ 1.5 % 

扶 助 費 6,130 6,459 5.4 % 6,647 2.9 % 6,735 1.3 % 

公 債 費 1,442 1,453 0.8 % 1,443 ▲ 0.7 % 1,459 1.1 % 

1,590 1,676 5.4 % 1,479 ▲ 11.8 % 1,170 ▲ 20.9 % 

8,424 8,606 2.2 % 8,446 ▲ 1.9 % 8,718 3.2 % 

20,500 21,166 3.2 % 20,992 ▲ 0.8 % 21,016 0.1 % 

 財政調整基金積戻し見込額 B 302 302 302 302 

 年度末残高見込額 4,276 3,973 ▲ 7.1 % 3,568 ▲ 10.2 % 3,213 ▲ 9.9 % 

うち財政調整基金
(前年度末残高+Ａ+Ｂ) 2,426 2,198 ▲ 9.4 % 1,968 ▲ 10.5 % 1,686 ▲ 14.3 % 

うちその他特定目的基金 1,850 1,775 ▲ 4.1 % 1,600 ▲ 9.9 % 1,527 ▲ 4.6 % 

16,491 15,728 ▲ 4.6 % 15,167 ▲ 3.6 % 14,536 ▲ 4.2 % 

Ｂ：各年度中の歳入歳出の増減により最終的に基金に積み戻し、又は取り崩す見込みの額。過年度の実績を基に推計

※　表示単位未満で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

A

（単位：百万円、％）

令和７年度 令和８年度 令和９年度

歳
出

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

そ の 他 経 費

計

そ の 他 歳 入

計

市 債

国 ・ 県 支 出 金

地 方 交 付 税

地 方 譲 与 税 ・ 税 交 付 金

区分

歳
入

市 税

令和６年度
当初予算案

地 方 債 年 度 末 残 高 見 込 額

 収　　　　　　　　　　支

 (＝財政調整基金取崩し見込額)
▲ 584 ▲ 531 ▲ 530 ▲ 410 
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５ 滝沢市中期財政見通しの概要（１／３）                      

「４ 中期財政見通し（令和６年度～令和９年度）」は、次の内容に基づ

き試算しています。将来にわたり持続可能な財政運営を行うため、中期的な

財政収支の見通しを推計し、財源の目途を立てながら、計画的に財政運営を

行います。 

（１）試算期間 令和６年度から令和９年度まで（４年間） 

（２）会計単位 一般会計 

（３）令和６年度以降の主な事業の見通しは、次表のとおりです。 

事 業 概 要 年度 概算事業費 

◇滝沢市役所庁舎の老朽化に伴う施設改修 

  老朽化が著しい庁舎等の大規模改修のための経費

（令和１６年度までに総額約１４億円）が見込まれ

、緊急性や必要性を判断しながら実施します。地方

債や地域整備特別対策事業基金の活用を検討します

。 

Ｒ６ 約 2.4 億円 

Ｒ７ 約 0.4 億円 

Ｒ８ 約 3.4 億円 

Ｒ９ 約 1.2 億円 

合計 約 7.4 億円 

◇地方公共団体システム標準化・共通化に係る 

システム改修 

国が推進する地方公共団体情報の基幹・業務シス

テムの統一・標準化に要する経費が見込まれます。

国の補助金を活用します。 

Ｒ６ 約 0.5 億円 

Ｒ７ 約 2.9 億円 

Ｒ８ － 

Ｒ９ － 

合計 約 3.4 億円 

◇児童福祉施設整備に係る事業 

川前学童保育クラブの移転に係る施設改修（令和

６年度）、民間保育所の新設補助（令和７年度）、

民間保育所の改築補助（令和８年度）を予定してお

り、いずれも国の補助金及び地方債を活用します。 

Ｒ６ 約 0.1 億円 

Ｒ７ 約 1.3 億円 

Ｒ８ 約 2.0 億円 

Ｒ９ － 

合計 約 3.4 億円 

◇中心拠点商業地区開発に要する事業 

開発事業者に対する支援補助金（～令和６年度）

、向新田線道路整備（～令和８年度）に係る経費が

見込まれます。地域整備特別対策事業基金、国の補

助金及び地方債を活用します。 

Ｒ６ 約 2.8 億円 

Ｒ７ 約 1.6 億円 

Ｒ８ 約 0.7 億円 

Ｒ９ － 

合計 約 5.1 億円 
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５ 滝沢市中期財政見通しの概要（２／３）                      

（４）試算条件（用語解説を含む。） 

≪歳入≫ 

 

【市税】 

市に納税する税金の総称。生産年齢人口の減少や固定資産税評価替

えによる影響から減少傾向にあるものと見込み推計 

 

【地方譲与税・税交付金】 

地方譲与税は、本来地方税となるべき税源を、形式上一旦国税とし

て徴収し、これを地方公共団体に対して譲与するお金。交付金は県税

として徴収される税の一部を法律に基づき地方公共団体へ交付するお

金。令和６年度当初予算額と同額として推計 

 

【地方交付税】 

地域ごとの状況の違いによって生じる差等を調整し、地方公共団体

が行政運営を行うために不足する財源を国が保障し交付するお金。令

和６年度当初予算額を基に市税等の収入の見込みにより推計 

 

【国・県支出金】 

国や県が使途を指定して市に交付するお金。事業見通し等における

特定財源の見込みにより推計 

 

【地方債】 

地方公共団体が長期間にわたって使用される道路等公共施設の整備

や保全・更新等のために借入するお金。令和６年度当初予算額及び事

業見通し等における特定財源の見込みにより推計 

 

【その他収入】 

上記いずれにも該当しない使用料・手数料や諸収入等を計上。令和

６年度当初予算額と同額で推移するものとし、各年度に必要と見込ま

れる各基金の取崩額を加算し推計 
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５ 滝沢市中期財政見通しの概要（３／３）                      

（４）試算条件（用語解説を含む。）続き 

≪歳出≫ 

 

（義務的経費） 

毎年必ず支出が必要となる経費の総称。人件費、扶助費、公債費か

ら構成されます。 

 

【人件費】（義務的経費） 

職員の給与、退職金、各報酬等の経費。令和６年度当初予算額、定

年退職数（定年延長分を含む。）及び採用人数を考慮し推計。会計年

度任用職員及び各報酬等は令和６年度当初予算額と同額で推計 

 

【扶助費】（義務的経費） 

児童手当、生活保護、医療費の援助等、主に福祉に要する経費。令

和６年度当初予算額及び事業見通し等の今後の見込みにより推計 

 

【公債費】（義務的経費） 

地方債の返済に要する経費。令和６年度当初予算額及び事業見通し

等における特定財源（市債）等により推計。新規の市債発行条件は、

借入利率１％、元利均等償還により推計しています。 

 

【投資的経費】 

公共施設等の建設に要する経費。令和６年度当初予算額及び事業見

通し等の今後の見込みにより推計 

 

【その他経費】 

行政事務に必要とする物品購入、委託料等の経費。令和６年度当初

予算額及び事業見通し等の今後の見込みにより推計 
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【資料】滝沢市財政指標等分析表（一般会計） 

本資料は、滝沢市中期財政運営方針の参考資料として、滝沢市

のこれまでの決算を基に財政状況を表す財政指標等の推移と特徴

をまとめたものです。 

これらの財政指標の推移を注視しながら、健全な財政運営に取

り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月 

企画総務部財務課 

 



〇経常収支比率 

◆計算式 

経常収支比率 ＝ 
経常的経費充当一般財源 

経常一般財源収入額 

◆用語解説等 

経常収支比率は、経常的経費（人件費・扶助費・公債費等）に対して、

経常的収入（市税・地方交付税等）をどの程度充当しているかを表してい

ます。この指標は、財政構造の弾力性（自由に使えるお金がどれくらいあ

るか）を判断するために用いられ、比率が高いほど、財政の硬直化が進ん

でいることとなり新たな事業への財源確保が困難になります。 

昭和４０年代は、７５％程度が適正とされていましたが、社会状況の変

化に伴う扶助費等の義務的経費の増加により、ほとんどの地方公共団体に

おいて、９０％を超えており地方の財政構造が変化しています。 

◆滝沢市の特徴 

滝沢市でも９０％前後を推移してきましたが、令和２年度からは９０％

を下回る状況となっており、Ｒ４決算においては前年度から４．３ポイン

ト上昇したものの、依然として全国平均・岩手県平均と比較して低い状況

にあります。 

しかしながら、物価高等の影響や高齢化率の上昇等による社会保障給付

の増大により経常経費の増加が見込まれるため、社会情勢の動向を注視し

ながら、財政の硬直化が進まないよう自主財源の確保と経常的経費の抑制

を図ることが必要です。 
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〇実質収支・実質単年度収支 

◆計算式 

・実 質 収 支 ＝歳入決算総額－歳出決算総額－翌年度繰越財源 

・実質単年度収支 ＝単年度収支（実質収支－前年度実質収支） ＋ 

黒字要素（財政調整基金積立額＋地方債繰上償還

額） － 赤字要素（財政調整基金取崩額） 

◆用語解説等 

実質収支は、歳入歳出決算額の差引（形式収支）から翌年度へ繰り越す

べき財源を差し引いた純剰余金（赤字の場合は純損失金）の額です。 

実質単年度収支は、単年度収支に黒字要素と赤字要素を加減した額で

す。 

赤字は、基金等を取崩しながら資金をやり繰りしている状態にあり、赤

字状態が続く場合は基金が減少し続ける状態となります。 

◆滝沢市の特徴 

滝沢市では、平成２７年度から取り組んできた滝沢市財政構造改革の成

果により平成２８年度以降、いずれの指標も黒字を継続していましたが、

令和４年度においては、物価高等の影響や今後の大規模事業のため特定目

的基金への積立を行ったこと等により、実質単年度収支が赤字になってい

ます。 

今後においても中期財政見通しの内容に基づき、基金を管理しながら健

全な財政運営に取り組むことが重要です。 
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〇財政力指数 

◆計算式 

財政力指数 ＝ 
基準財政収入額 

基準財政需要額 

◆用語解説等 

財政力指数とは、標準的な行政活動を行うための費用をどの程度自力で

調達しているかを示す指標です。普通交付税の算定に用いる基準財政収入

額（標準的収入）を基準財政需要額（標準的行政経費）で除して算出する

指数であり、１を超える場合は普通交付税の不交付団体となります。財政

力指数が１に近いほど普通交付税算定上のいわゆる留保財源が大きいこと

になり、財源に余裕がある（財政力が強い）といえます。（基準財政収入

額、基準財政需要額ともに国が地方交付税法で定めた一定の方法によって

合理的に算定されるものであり、実際の滝沢市の収入、支出により算定さ

れるものではありません。） 

◆滝沢市の特徴 

滝沢市は、財政力指数が０．６前後を推移しており、全国平均・岩手県

平均をいずれも上回っています。財政力指数に大きな変動がないのは、税

収入等や普通交付税の算定における基準財政需要額の主要な算定数値とな

る人口等の増減が少ないことが主な要因と考えられます。 
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〇地方債残高 

◆用語解説等 

地方債残高は、地方公共団体が長期間にわたって使用する道路等の公共

施設の整備や保全・更新等のために借入した元金の残高です。 

また、地方債は事業の性質により種類が分類され、その種類によっては

後年度における地方公共団体の元利償還金に対し、国が普通交付税の基準

財政需要額（公債費）において財政措置をするものがあります。（臨時財

政対策債は、国から交付される地方交付税の不足額を補填するため、その

元利償還金の全額を後年度以降の地方交付税で財政措置されています。） 

◆滝沢市の特徴 

大型建設事業として交流拠点複合施設、滝沢中央小学校、滝沢中央スマ

ートインターチェンジの整備が集中したことにより令和元年度に地方債残

高のピークを迎えていましたが、令和２年度以降は減少傾向となっていま

す。 

地方債の償還金は義務的経費であり、その増加は経常収支比率を悪化さ

せ財政の硬直化に繋がることから、今後も地方債残高の見込みに留意しな

がら、国の交付税措置がある地方債の発行を幅広く検討するとともに、事

業の優先順位を付け、公共施設等の長寿命化を含めた建設事業の実施を検

討する必要があります。 
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〇健全化判断比率 
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◆用語解説等 

健全化判断比率は、地方公共団体の財政状況を客観的に財政の早期健全

化や再生の必要性を判断するための次の４つの財政指標です。 

①実 質 赤 字 比 率 一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化

の度合いを示すもの。 

②連結実質赤字比率 全ての会計の黒字・赤字額を合算し、赤字の程度

を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの。 

③実 質 公 債 費 比 率 地方債の返済額とこれに準じる額の大きさを指標

化し資金繰りの程度を示すもの。数値が小さいほど

借入金返済の負担が少ない。 

④将 来 負 担 比 率 市の借金総額を標準財政規模と比較して、将来、

どの程度財政を圧迫する可能性があるか度合いを示

すもの。数値が大きいほど将来負担が大きい。 

早期健全化・再生の必要性を判断するため、地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条の規定により健全化判断比率を、第２２条の規定に

より資金不足比率を監査委員の審査に付し、議会に報告、公表しなければ

なりません。健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準を上回る場合は

「財政健全化計画」を、更に財政再生基準を上回る場合は「財政再生計画

」を公表した年度中に定め、議会の議決を経て知事に協議し、同意を得な

ければなりません。 

また、財政再生団体は「財政再生計画」に総務大臣の同意を得なければ

、災害復旧事業債を除き、地方債の借入ができません。 

◆滝沢市の特徴 

実質公債費比率は、令和元年度に一部事務組合等の一部償還の終了に伴

い前年比で減少していますが、その後はおおむね横ばいの状況です。 

将来負担比率は、令和４年度においては、標準財政規模が約１．６パー

セントの減少をしたものの、地方債現在高の減、基金残高の増等により前

年度比で６ポイントの減となっています。 

これらの指標を岩手県の内陸の市（※）及び全国の市町村の平均と比較

すると、岩手県内では比較的健全な状況にあるといえますが、全国の市町

村との比較では公債費負担が高い状況にあるといえます。 

なお、将来負担比率は順調に逓減していますが、令和４年度における将

来負担比率の減少は特定目的基金残高の増によるところも大きいため、引

き続き事業の優先順位や地方債の交付税措置の状況等を踏まえて建設事業

の実施を検討していく必要があります。 

※ 岩手県沿岸の市は震災復興関連事業に係る基金の積上げ額が大きく

、将来負担比率が低く算定される傾向にあるため、平均値の算出から

除外しています。  
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滝沢市では、以下のとおり全ての健全化判断比率がいずれの基準も下回って

おり「早期健全化団体」、「財政健全化団体」に該当しません。 

◆早期健全化基準（いわゆるイエローカード） 

令和４年度 

健全化判断比率（％） 

実質赤字比率 
連結実質 

赤字比率 

実質公債費 

比率 
将来負担比率 

市町村の 

早期健全化基準 
11.25～15 16.25～20 25 350 

滝沢市の 

早期健全化基準 
13.11 18.11 25 350 

滝沢市 
― 

赤字ではない 

― 

赤字ではない 
6.2 34.4 

基準を下回るか 

（〇） 
〇 〇 〇 〇 

◆財政再生基準（いわゆるレッドカード） 

令和４年度 

再生判断比率（％） 

実質赤字比率 
連結実質 

赤字比率 

実質公債費 

比率 

市町村の 

財政再生基準 
20 30 35 

滝沢市の 

財政再生基準 
20 30 35 

滝沢市 
― 

赤字ではない 

― 

赤字ではない 
6.2 

基準を下回るか 

（〇） 
〇 〇 〇 
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〇特別会計繰出金 

◆用語解説等 

特別会計とは、特定の事業を行う場合その他特定の歳入（保険料収入等

）により事業を行う場合に、経理を他の会計と区別する必要があるため、

法律や条例に基づいて設置しているものです。 

特別会計繰出金とは、一般会計から一定のルールに基づき特別会計に支

出（繰出し）する経費のことです。会計によってはその財源不足を補てん

するため、一般会計からの繰出金などにより、その収支を保ち、事業を実

施しています。 

◆滝沢市の特徴 

滝沢市における特別会計繰出金は、市制移行した平成２６年度の約１２

．７億円を基準にすると、令和４年度は約２６％増の約１６．１億円とな

っています。 

国民健康保険特別会計では、加入者の高齢化や高度医療の増加などから

、医療費が増加し、市の法定負担分の繰出金が増加しています。 

後期高齢者医療特別会計（岩手県後期高齢者医療広域連合への拠出金を

含む。）と介護保険特別会計では、高齢者の増加に伴う医療費・介護費の

増加により、市の法定負担分の繰出金が増加しています。 

今後も高齢者人口の増加傾向は続く見込みであり、同様に、特別会計へ

の繰出金の増加傾向も続く見込みであることから、持続可能な社会保障制

度を維持していくためにも、健康寿命の延伸が重要な課題となっています

。 
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